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このたびはナリカ製品をご購入いただきありがとうございます。 

  本製品を正しく、安全にお使いいただくため、ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 

  また、この説明書は必要な際に閲覧できるように保管をしてください。 
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安全上の注意 
警告 死亡、又は重傷を負う可能性がある内容 

○分解・修理・改造を行わないでください。火災・感電及び製品の破損等の可能性があります。 
○水をかけたり、濡れた状態で使わないでください。ショートや感電の可能性があります。 
○スリットなどから針金等の異物を差し込まないでください。感電や破損の可能性があります。 
〇揮発性化合物を分析するように設計されています。これらの化合物は有毒または非常に可燃性である可能性が

あります。この機器は換気の良い場所で使用してください。 
○異常・故障を感じたときは使用しないでください。 
修理等に関しては弊社販売店又は本書に記載されたサポートセンターまでお問い合わせください。 

○実験を行う前に必ず指導者から生徒・児童に向けて操作方法等の説明を行ってください。 

注意 軽傷を負う、又は物的損壊の可能性がある内容 
○実験の際は必ず指導者が立会い、生徒・児童のみで使用させないでください。 

○落下や強い衝撃を与えないでください。また、製品の損傷を防ぐために水平な場所に置いてください。 

○長期保管の前後には製品の状態を確認し、異常が見られた場合は使用を中止してください。 

〇付属のガラスシリンジは壊れやすく、簡単に損傷する可能性があります。 

針を曲げたり、プランジャーを曲げたりしないように注意してください。プランジャーが誤ってバレルから引

き抜かれた場合、再度挿入することは非常に困難で、場合によっては不可能です。 

 

 

はじめに 
本製品の目的と特徴 
Go Directシリーズのワイヤレスセンサは Bluetooth または USBでタブレット・スマートフォン・デスクトップ

パソコン・ノートパソコンなどの端末と直接接続できます。 

本製品は、カーボンナノチューブを利用した化学抵抗性検出器で、極性、無極性化合物の両方の測定ができる、

ポータブルサイズのガスクロマトグラフィーです。専用アプリ「Instrumental Analysis」（無料）を使用して、

データの測定ができます。お持ちのパソコンやタブレット、スマートフォンとワイヤレスで接続ができます。USB

接続も可能です。 

揮発性の液体または気体サンプルに含まれる物質の分離・分析・同定などの実験に使用できます。 

 

この製品を使用するには専用ソフト「Instrumental Analysis」をインストールした端末が別途必要です。 

下記のダウンロードサイトより「Vernier Instrumental Analysis」を選択し、端末の OS に合わせてインストールを

してください。 

ダウンロードサイト：https://www.rika.com/download  

 

このセンサは教育で使用するために設計されています。産業、医療または商用で用いるデータや法律準拠のため

のデータの測定には使用しないでください。 
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知っておいていただきたいこと 
クロマトグラフィーには、ガスクロマトグラフィー（GC）、薄層クロマトグラフィー（TLC）、高圧液体クロマトグ

ラフィー（HPLC）、液体クロマトグラフィー（LC）、ペーパークロマトグラフィーなど、さまざまな種類があり、

多くの分野で応用されています。例えば、タンパク質の分離には液体クロマトグラフィーが使用され、有機化合

物の同定には GC、TLC、HPLC が活用されます。すべてのクロマトグラフィーは、「固定相」と「移動相」という 2

つの基本的な要素を利用しています。固定相はカラムやプレート上に固定されて動かず、一方で移動相は始点か

ら終点まで移動します。化合物は移動相（気相や液相）と固定相（固相）との親和性に応じて、特定の速度で移

動します。この移動は、双極子相互作用、分散力、またはイオン相互作用によるものです。 

 

本製品を使用することで、混合物中の特定の化合物を同定することが可能です。本装置では、内部が特殊なコー

ティングで覆われた金属製のカラムを採用しています。サンプル中の 1つまたは複数の化合物をカラムに注入す

ると、移動相として使用される室内空気によってカラム内を運ばれます。クロマトグラフィーカラムから流出し

た化合物は、クロマトグラム上にピークとして表示されます。このとき、化合物が注入されてからカラムから流

出するまでの時間を「保持時間（リテンションタイム）」と呼びます。各化合物は固有の保持時間を持つため、そ

れによって識別が可能です。 

保持時間は、いくつかの要因によって影響を受けます。たとえば、揮発性の高い化合物（沸点が低い化合物）は

移動相とともに速く流れ、固定相との結合が弱いため、カラム内をより短時間で通過します。また、化合物の表

面に存在する官能基も保持時間に影響を与える要因の一つです。例えば、アルコールは水素結合を形成する性質

があるため、エステルよりも極性の高い固定相と弱く結合する傾向があります。分子量と保持時間には直接的な

関係はありませんが、分子量が保持時間に若干の影響を与えることもあります。 

 

本製品に付属しているカラム（MXT-502.2）は、幅広い試料に対応可能な汎用カラムです。長さ 11m のステンレ

ス製キャピラリーカラムで、ステンレスに反応しないよう特殊なコーティングが施されています。この MXT-502.2

カラムは、揮発性有機汚染物質、軽量炭化水素、芳香族化合物、その他のさまざまな化合物に選択性を持つ、独

自のジフェニル/ジメチルポリシロキサン相でコーティングされています。 
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製品仕様等※製品仕様は改良などのため変更される場合があります。ご了承ください。 

各部名称 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
  
 
 

ステータス LED 
（ガス注入） 

USB 端子 

注入口  
セプタム 

収集開始ボタン 

ステータス LED 
（Bluetooth 接続） 

電源スイッチ 
電源ポート 

キャリアガス 
吸引・排出口 
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製品仕様 

【構成内容】 

●ワイヤレスガスクロマトグラフィー GDX-GC 本体 ●ミニ USBケーブル 1本 ●シリンジ 1本 

●セプタム 3個(内、1個は装着済み) ●USB アダプタ ●取扱説明書 ●ケース 

 

 

【センサ仕様】 

キャリアガス 大気 

測定圧力 1～21kPa 

カラム MXT-502.2（揮発性有機化合物分析用） 

カラム動作温度 30～160℃、最高加熱勾配 10℃/分 

半値全幅(FWHM) 5.0nm 

動作温度 5～40℃ 

サンプル注入量 0.01～0.6μL 

大きさ 191×133×108mm 

接続 Bluetooth v4.2、USB 2.0 フルスピード 
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  使い方 
操作手順 

1.実験前の操作 

【はじめて使用する】 

本製品は、換気のよい部屋で使用してください。また、可燃性蒸気がある場所では使用しないでください。 

 

電源を入れる 

記号の説明 

 

USB 経由でコンピュータに接続する 

 

電源コネクタ（DC24V、3A） 

 

電源オン 

 

電源オフ 

 

【ソフトウェアのインストール】 

この製品を使用するには専用ソフト「Instrumental Analysis」をインストールした端末が別途必要です。 

下記のダウンロードサイトより「Vernier Instrumental Analysis」を選択し、端末の OS に合わせてインストールを

してください。 

ダウンロードサイト：https://www.rika.com/download  

 

 

 

 

 

Instrumental Analysisによって接続から測定、解析ができます。 

• Bluetooth または USB 経由で接続 

• 温度設定（30～160℃） 

• 圧力設定 (最大 21 kPa) 

• 測定の開始、停止 

• 測定データの保存 

• 保存したデータのエクスポート 

• データの解析（ピークを積分し、保持時間を決定する） 

 

 

 

 

ダウンロードサイト 
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2.実験時の操作 

2-1.センサの接続 

Bluetooth接続の場合 

USB端子から本体に電源供給することで、Bluetoothを発信します。Instrumental Analysisを起動し、「INSTRUMENT

を接続」を選択し、接続します。 

 

 

USB 接続の場合 

USB 端子から PCまたはタブレットに USBケーブルで接続し、Instrumental Analysisを起動すると自動的に接続

されます。 

 

2-2.測定条件の設定 

2-2-1.接続設定後に、「ガスクロマトグラフィー」を選択します。 
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2-2-2.接続後に温度、圧力、時間の設定を行います。 

以下はデフォルトの温度/圧力です。さまざまな化学物質の検出用の推奨設定温度となります。 

 
 

 

●開始温度 

 開始時の温度を設定します。30～160℃で設定できます。 

 
 

 

●ホールドタイム 

開始温度のまま留まる時間を設定します。0～450分で設定できます。 
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●傾斜レート（温度スピード） 

 一分間あたりの上昇温度（℃/分）を設定します。最大温度スピードは 10℃/分です。 

 
 

 

●最終温度 

 データ収集中にカラムが温まる温度を設定します。最終温度は、開始温度以上に設定する必要があります。 

 最高温度は 160℃です。 

 
 

 

●最終保留温度 

 データ収集終了後に最終温度を留める時間を設定します。最大時間は 450分です。 
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●合計時間 

 全体の時間を示します。こちらは、前記の設定項目を調整すると自動的に更新されます。 

 
 

 

●圧力 

 データ収集中に維持する圧力を設定します。1kPa～21kPaで設定できます。 

 
 

2-3.ウォームアップ 

準備が完了し、「適用」を選択すると自動的にウォームアップが開始されます。 

「戻る」を選択すると、キャンセルし再度設定変更が可能になります。 
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2-4.シリンジの準備（洗浄） 

分析対象物は、注入口から装置に注入されます。液体分析対象物には、付属の 1.0 μL シリンジを使用すると

最適な結果が得られます。使用前にシリンジの洗浄作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

シリンジの洗浄手順 

1. プランジャーを完全に押し下げます。 

2. シリンジ針の先端（ニードル）をアセトンまたは n-ヘキサンのバイアルに浸します。 

3. プランジャーを引き戻し、シリンジバレルに液体（アセトンまたは n-ヘキサン）を約 1/3充填します。 

o バレル内の液体の量を確認し、目安として適切な量を推定してください。 

4. 液体を糸くずの出ないティッシュまたはペーパータオルに排出します。 

5. 手順 1～4を少なくとも 2回繰り返します。 

 

注意事項 

• ガラスシリンジは非常に壊れやすいため、取り扱いには十分注意してください。 

o 針を曲げたり、プランジャーを曲げたりしないようにしてください。 

o プランジャーが誤ってバレルから引き抜かれると、再挿入は極めて困難で、場合によっては不可

能です。 

 

操作時の具体的な注意点: 

• プランジャーを総容量の 50％を超えて引き戻さないでください。 

• プランジャーを押し下げる際に曲がらないよう慎重に操作してください。 

•  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プランジャー 

バレル 

ニードル 
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2-5.試料の注入 

設定した温度と圧力に達すると、ステータス LED が緑色に変わり、ソフトウェアに「注入してからデバイスの収

集ボタンを押してください」というメッセージが表示されます。 

 

シリンジ操作手順 

1. ニードルの挿入 

o ニードルを注入口に挿入する際、片手で注射器を持ち、もう一方の手で針を固定します。 

o 図 1 に示すように、2 本の指で針ガードと針の下部を支える

ことで、針が曲がるのを防げます。 

o 針を注入ポートに挿入し、針止めが完全に固定されるまで挿

入します。 

o 針が引っかかる場合は、挿入しながら少し回転させます。 

o プランジャーはまだ動かさないでください。 

 

 

2. データ収集の開始 

o シリンジのプランジャーを押し下げ、ソフトウェア上の「収集」ボタンを押してデータ収集を開

始します。 

o プランジャーを押し下げる際には曲げないように注意してください。 

o 針を注入ポートから引き抜く際は、針が曲がらないようにまっすぐ上に持ち上げてください。 

 

3. シリンジの洗浄 

o データ収集中にシリンジを洗浄します。 

o プランジャーがスムーズに動くようになるまで洗浄してください。 

 

4. データ収集の終了 

o 設定した時間が経過すると、データ収集が自動的に終了します。 

o 設定時間より早く測定が完了した場合は、データ収集を早めに終了することも可能です。 

 

5. サンプルに名前を付ける 

o Y軸ラベルを選択します。 

o 名前を変更するデータセットの横にある鉛筆アイコンを選択し、サンプルセットに名前を付けて

「名前の変更」を選択します。 

 

6. クロマトグラムの分析 

o クロマトグラムでピークをドラッグして選択し、「ピーク積分値の追加」を選択します。 

 

7. データの保存またはエクスポート 

o ファイルメニューを選択して、データを保存またはエクスポートします。 

o ピーク統合テーブルが存在する場合、データテーブルはファイルと共に保存されます。 

o エクスポート時には、データテーブルの情報は含まれません。 

図 1 
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3.実験後の操作 

【接続解除の方法】 

データ収集が終了したら、必ず電源スイッチをオフして、 AC 電源を外してください。使用していないときは電

源スイッチをオフにする必要があります。また、電源プラグ、USB ケーブルを外すことをお勧めします。 

 

実験が終わったらソフトウェアを終了します。Bluetooth 接続の場合は、終了すると自動的にセンサとの接続が

解除されます。 

USB 接続の場合は、USBケーブルを抜いてください。 

4.保管方法、メンテナンス 

長期的にご利用いただくためには、定期的なクリーニングと交換を行う必要があります。 

【カラムのメンテナンスについて】 

本製品に付属しているカラム（MXT-502.2）は、幅広い試料に対応可能な汎用カラムです。長さ 11m のステンレ

ス製キャピラリーカラムで、ステンレスに反応しないよう特殊なコーティングが施されています。この MXT-502.2

カラムは、揮発性有機汚染物質、軽量炭化水素、芳香族化合物、その他のさまざまな化合物に選択性を持つ、独

自のジフェニル/ジメチルポリシロキサン相でコーティングされています。 

分離効率が低下した場合は、以下の方法で機能を回復できる場合があります： 

• カラムの調整：0.3 μLのアセトンまたは n-ヘキサンを使用します。 

• クロマトグラフの実行：空気または不活性キャリアガスを使用し、120℃、20 kPaの条件で 1～2時間実

行します。 

 

【ケースの外側のクリーニング】 

ケースを清掃する前に、必ず電源を切ってください。ケース外側の清掃には、中性洗剤と湿らせた柔らかい布を

使用してください。 

注意： 

• ケース内に水が入らないようにしてください。感電やショートの原因となります。 

• 研磨剤入りの洗剤は使用しないでください。機器の外装が損傷する恐れがあります。 

 

【セプタムの交換】※注入口内部 

セプタムは約 150回の注入ごとに交換する必要があります。交換手順は以下の通りです： 

1. ドライバーを使用して、セプタム固定ナットを反時計回りに緩めます。 

2. 固定ナットを外した状態で、元のセプタムを注射針で突き刺して取り出します。 

3. 新しいセプタムを平らに置き、固定ナットを元の位置に戻してしっかり締めます。 

注意： 

• 固定ナットを締めすぎると、セプタムの密閉性が向上するどころか、機器の損傷につながる可能性があ

ります。 

• 追加のセプタムが 2つ同梱されていますので、交換時にご利用ください。 

 

 

5.その他 

試料について 
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以下の条件に該当する試料を注入すると、センサが損傷する可能性がありますのでご注意ください。 

1. 0.6μLを超える液体分析物を注入しないでください。 

2. 表に示された分子量範囲を超える化合物を含む液体を注入しないでください。 

試料の許容範囲 
化合物の種類 代表的な化合物 許容温度範囲（℃） 

アルコール 炭素数 1～6 50～175 
アルデヒド 炭素数 1～8 50～175 
アルカン 炭素数 4～12 30～220 
アミド 炭素数 3～4 150～250 
芳香族化合物 炭素数 6～11 80～220 
カルボン酸 炭素数 1～4 100～150 
エステル 炭素数 2～10 30～200 
エーテル 炭素数 2～8 30～110 
複素環化合物 炭素数 5～8 100～150 
ハロゲン化炭化水素 炭素数 1～8 30～120 
ケトン 炭素数 3～8 50～175 
ニトリル 炭素数 2～5 50～120 
ニトロアルカン／芳香族 炭素数 1～6 100～210 
ホスホネート 炭素数 3～9 180～210 

 

シリンジの取り扱い 

シリンジを安全かつ効率的に使用するため、以下の注意事項を守ってください。 

1. 注射器が詰まった場合の対応 

o プランジャーを無理に動かしたり、液体や圧縮空気を注射器に押し込もうとしないでください。

過度な圧力は、注射器のバレルが割れる原因となります。 

2. プランジャーの操作制限 

o プランジャーを全容量の 80％以上引き戻さないでください。プランジャーを完全に引き抜いてし

まうと、再挿入はほぼ不可能です。安全のため、プランジャーは容量の 50％（0.5 μL）以上引

き戻さないようにしてください。 

3. プランジャーを押し下げる際の注意 

o 粘着性の高い化学物質を取り扱う際、プランジャーを急激に押し下げると曲がる恐れがあります。

特に 1.0 μL シリンジの場合、プランジャーは針の内部に伸びる細いワイヤーで構成されていま

す。このプランジャーの曲がりは目視で確認できない場合もありますが、固着が進むとシリンジ

が使用不能になる可能性があります。 

4. 乾燥したシリンジの取り扱い 

o 乾燥した状態のシリンジでは、プランジャーを不必要に動かさないでください。 

5. 針の清掃 

o 針を清掃する際は、不織布をシリンジの周りに挟み、針の先端方向に向かって拭いてください。

逆方向に拭くと危険です。 

6. 定期点検 

o シリンジを定期的に点検し、細いひび割れや針の先端にとげがないか確認してください。針のと
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げが隔壁を破損させると、カラムの詰まりの原因になります。 

7. 溶剤への浸漬 

o シリンジを溶剤に長時間浸けないでください。接着剤が溶解し、シリンジが損傷する可能性があ

ります。 
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困ったとき 
故障かな？と思ったら 
 

現象 対処方法 

流量が一定にならない セプタムがしっかりと取り付いているか確認してください。改善しな

い場合は、セプタムを交換してください。 

ピーク面積が一定にならない 注入量の確認をしてください。 

シリンジが破損している可能性があります。 

保持時間が不安定 セプタムまたはポンプの確認をしてください 

通信が途切れてしまう ケーブルが正しく端末本体と接続されているか確認してください。 

最新のソフトウェアを使用しているか確認してください。 

電源が入らない 電源プラグが正しく挿し込まれているか確認してください。 

※ 上記対処を行っても問題が解決しない場合には、ナリカ サポートセンターまでご連絡ください。 
以下の情報をご用意いただくとよりスムーズに問題解決策をご提示できます。 
・使用しているコンピュータの OS の種類とバージョン 
・ソフトウェアのバージョン 
・発生している現象 
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